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ラマダン を いしき して いきる こと 

そんけい すべき ムスリム の みなさま ！ 
わたしたち は、 あいすべき こころ の きゃくじん で ある せいなる ラマダン の つき と おわかれ を した ところ です。 
しゅくふく された この つき 、 わたしたち は いやし の みなもと で あり すくい へ の みちびき で ある クルアーン 
の ろうどく を もって こころ の へいあん を えて きました。 つみ に たいしては さいかい を たて と し、 とくしん の 
ころも を み の かざり と して きました。 よあけまえ には タハッジュド の れいはい と スフール に めぐまれ、    
イフタール の しょくたく を とも に し、 しゅ の よろこび を ねがい、 いっしょ に その ひ の さいかい を おえる   
よろこび を けいけん しました。 タラウィー の れいはい を とおして、 だんけつ と れんたい を つよめ ました。    
ザカート や サダカトゥ ・ ル ＝ フィトル、 じぜん、 ぜんこう を とおして ざいさん を きよめ、 わかちあう こと の   
よろこび を けいけん しました。 せん の つき に も まさる ライラトゥ ・ ル ＝ カドル には、 じぶん の つみ から  
じぶんじしん を きよめ も しました。 
そんけい すべき しんこうしゃ の みなさま ！ 
じっさい には、 アッラー へ の ほうし は ひとばん や いっかげつ に とどまる もの では ありません。 アッラー を   
すうはい する こと は、 じんせい の きゅうきょく の もくてき です。 それ が、 はかない このよ を えいえん の    
らくえん に する ゆいいつ の ほうほう なの です。 せいクルアーン には、 つぎ の ように のべられて います。   
「 しょてん と だいち と、 その あいだ に ある もの すべて の しゅ。 それゆえ、 この おかた に つかえ なさい。 
よく たえて、 この おかた に つかえつづけ なさい。 あなた は、 この おかた に るいする もの を しって いる 
のか。 」1  この しょうく に おいて、 しゅ （ スブハーナ ワ タアーラー ） は わたしたち に、 しょうがい を かけて 
しゅ に つかえ、 せきにんかん を もって じんせい の あらゆる しゅんかん を すうはい と する よう めいじて おられ 
ます。 あいすべき よげんしゃ صلى الله عليه وسلم は つぎ の ように かたって います。 「 アッラー に もっとも よろこばれる     
おこない とは、 たとえ ささやか で あろう と、 もっとも ながつづき する おこない の こと である。 」2 
ですから、 しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま ！ 
ラマダン の あと も、 すうはい の いしき を たもち ましょう。 ラマダンちゅう の いのり の なか で きずきあげた   
きずな を つよめ、 たもつ ように しましょう。 この つき、 じぶん の なか に より よく とりいれた クルアーン の    
いのち を あたえる メッセージ を、 せいかつ する なか でも ゆうせん させ ましょう。 
ラマダン の しゅくふく された つき の あいだ だけ では なく、 それ いこう も、 ぜん を わたしたち の みちびき と  
しましょう。 あく から とおざかり ましょう。 こころ を きずつけ たり、 がい を およぼし たり しない ように しましょう。 
げんせ と らいせ に おける しん の しふく は、 しんこう を れいはい に、 すうはい を ぜんりょう な せいかく に  
して ゆく しんこうしゃ の もの である こと を わすれない ように しましょう。 
ほんじつ の ホトバ を、 あいすべき よげんしゃ صلى الله عليه وسلم から まなんだ つぎ の いのり を もって おわり ます。 
「 アッラー よ。 わたし が あなた を おもい おこし、 あなた に かんしゃ を しめし、 さいぜん の やりかた で 
あなた に つかえる こと が できる よう たすけて ください。 」3 

 
1 Maryam, 19/65. 
2 Abu Dawud, Tatawwu’, 27. 
3 Ebû Dâvûd, Vitr, 26. 


